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子ども同士  柿木睦夫   

冬休みが終■わりて初めての朝会は、1望月の．未から私と一緒に東北の支墟に行ってい古、  

3年生の男の子に報告をしてもらいまLた。今まで何人もの生徒から、「東北支援に連れ  

て行って下さい」という申し入れはあったのですが、行程がハードなことと、按災の現状  

をどのように受け止めてもらえるのか不安であったことから、私自身が二の足を踏んでい  

ました。しかし、今回報告してくれた生徒のあ奉り申熱心さについに根負けして、同行す  

ることになったのです。彼は、中学生らしい感性で被災の現朋を受け止め、そして被災地  

の子どもたちと出会い、未来を考えようとLます。私の抱いていた心配などは、本当に無  

用のものでした。それどころか、子どもたち同士の出会いの中に、これからの可能性を敢  

えてもらいました。   

発表の全文を以下に  
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今日は、冬休みの間に、捷鼻先生たちと   ＝行った、宮城県石巻市での、ボランティア活  

動の様子香お悔ししたいと患います。   

活動の中身は、地元の小学生たちを♯ぬて．一緒に勉強の手伝いや遠足に出かけたり．時  

には個み香聞いてあげたりしています。この活動は去年の5月から続いているものです。  

現地では、千災の影響で、皆いろいろな生活を違っています．仮設住宅に住んでいる子ども連  

もたくさんいます。   

モの中で、僕lま「かんちゃん」という小芋5年生の男の子に出会いました。モのかんちゃん  

が、はじめて石巻に果た優に、≠災のときの様子を、¶かせてくれまLた。  

「あのとき、お父さんや、お母さんが本当に死んでしまったかもしれない・・・jと本気で患ったモ  

うです。モの挽、両親とは避難所で再会して、粟が止まらなかったモうです。そ巾くらい、すさま  

じい揺れだったようです．丑難所では、いくら点れていても眠ることが出来ない生活が、約1ケ  

月以上も続いたようです。   

みなさんも、テレビのニュースなどで∴故災地の映像を見たことがあると患いますが、実際  

に、自分の目で見た光壬は、まったく別の世界でした。   

♯もいままでは、テレビを見ながら「かわいそうだなJ「大変だろうなJくらいしか且えませ■で  

牢蚕百‾‾   
したが、実l常に見てみて、色々なことを想像することができました。  

例えば、ピルや駅が託される旺どの津波の大きさや、強が迫って〈  

計恐怖や苦しさなどです。社書の大きさを見て，どれだけ必死で基  

げても助からないような場所もた〈さんありました。   

テレビでは、明るく振♯う被災者の様子を、最近ではよく見かけ  

ますが、業際に、いまだ手付かずのガレキや、何も如い町を見下  

ちしてみて、悲Lみや寂しさが強〈護っていました。   

小学校8年生の「ゆか」という女の子が、  

－1－  



「ぁの壊れた辛が、ずっとあモこにあるのは、多分持ち主が津波で死んじやったからだよ。」と簸  

えて〈れました。   

年寧‖ナに行ったときには、「私は、『あけましておめでとう且って言えないんだよ。」という子も  

いました。（それは素焼喜津波で亡くしたからです。1僕はモのとき、なんと青葉をかけていいの  

か分からす、「モうなんだ～Jと、ただ、うなず〈だけでした。   

最後に、かんちやんが、このよ引＝育っていました。   

rFがんばろう日本。がんばろう東北。』はやぬてlまLい‥・」と青いました。この会商喜聞いて  

いた周りの子どもたちも、「がんばれなんて音われても、ムカつくだけ。」とそれぞれ育っていま  

した。   

モこで、子どもたちに「なんて言われたら♯しいか？Jと聞くと、少し考えたあとに、  

「一括に、復興しましょう」とかがいいと育っていました。偉は、子どもたちの本音の部分が聞け  

たような気がしました。   

このように、現地の子どもたちと、色々な活動を述して∴本当に大切なことはなにかと考える  

ようになりました。   

国会複員のような偉い大人でなくても、小さな活動をみんなで協力すれlま、また東北を住奥  

きせることが出来るのではないかと患いました。   

往復で豹1000キロの移動ですが、これかちも、いま自分ができることを、少しでもいいから  

していきたいと思いました。  ユ年 ＃原弘輝  
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この報告耶ら引地台中学校の2012年は始まりました。未来の社会に向かって、よく  

感じ、よく考え、そしてLっかり行動する人に育っていって欲しい、そんな願いをあらた  

めて感じさせてくれる吉葉でした。   

2月のはじめ、きっと藤原君は石巻に向かう車にいることでしょう。3回目の訪問で、  

「かんちゃん」や「ゆか」に彼は何を話すのでしょうか・・・。そっと構で聞き耳を立て  

ていようと思います。  

5日〔水） 1年保護者会  1日〔水）   

2日（木）   

3日〔金）   

6日〔月）  

8日（水）   

9日（禾）  

10日（金）  

柳小6年撞粟参観  

1年職業体験事前訪問  

新入生保護者説明会  

公立後期出席  

1年弁論大会  

福田小6年授業参観  

公立後期志岳変更  

1年僻器体敦  
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2年平和学習社会見学 

） 2年保護者会・軽業参親日  

） 朝会  

） 学年末テスト異国社給食なL  

） 学年末テスト拝英扶給食なし  

） 学年兼テスト理音酎給食あり  

） 公立後期発表  
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